
採択課題から
産
業
技
術
総
合
研
究
所
安
全
科
学
研
究
部
門
主
任
研
究
員
林
　
彬
勒
氏

生
態
リ
ス
ク
評
価
誰
で
も
使
え
る
ツ
ー
ル
開
発

　
生
態
系
を
守
る
に
は
、
個
別
の
生
物
は
も
ち
ろ
ん
、
化
学
物
質
が

生
態
系
全
体
に
与
え
る
影
響
を
知
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
こ
で
産
業

技
術
総
合
研
究
所
の
安
全
科
学
研
究
部
門
の
林
彬
勒
主
任
研
究
員
ら

は
、
化
学
物
質
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
を
評
価
で
き
る
「
産
総
研

　
汎
用
生
態
リ
ス
ク
評
価
管
理
ツ
ー
ル

Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
―
Ｍ
ｅ
Ｒ
Ａ

Ｍ

」
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
生
態
リ
ス
ク
評
価
や
統
計
処

理
な
ど
特
別
な
知
識
が
な
く
て
も
使
え
る
の
が
特
徴
。
化
学
物
質
の

影
響
を
個
体
群
レ
ベ
ル
で
調
べ
ら
れ
る
ツ
ー
ル
は
、
早
期
の
実
用
化

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
日
本
化
学
工
業
協
会

日
化
協

が
進
め
る

研
究
活
動
「
新
Ｌ
Ｒ
Ｉ
」
の
第
一
期
委
託
研
究
課
題
の
一
つ
に
採
択

さ
れ
た
、
林
主
任
研
究
員
の
「
事
業
者
の
自
主
的
リ
ス
ク
評
価
管
理

を
支
援
す
る
環
境
リ
ス
ク
評
価
ツ
ー
ル
の
開
発
」
を
紹
介
す
る
。

りん・ひんろく　 年東京農工
大工学博士修了、同年東大生産
技術研究所リサーチアソシエイ
ト。 年産総研化学物質リスク
管理研究センター任期付招聘
しょうへい 型研究員、 年同
センター生態リスク解析チーム
研究チーム長、 年産総研安全
科学研究部門主任研究員。

　
化
学
物
質
の
環
境
影
響
が
問

題
視
さ
れ
る
中
、
そ
の
物
質
が

生
態
系
に
も
た
ら
す
悪
い
影
響

と
そ
の
影
響
の
起
き
る
可
能
性

を
定
量
的
に
評
価
す
る
「
生
態

リ
ス
ク
評
価
」
の
重
要
性
が
増

し
て
き
た
。
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
―
Ｍ
ｅ

Ｒ
Ａ
Ｍ
が
開
発
さ
れ
た
背
景
に

は
、
評
価
す
る
対
象
で
あ
る
生

態
系
と
実
際
の
評
価
に
使
え
る

デ
ー
タ
と
の
間
に
、
大
き
な
ギ

ャ
ッ
プ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
あ
る
。
評
価
に
使
え
る
毒
性

デ
ー
タ
は
個
体
レ
ベ
ル
で
あ
る

上
、
数
種
類
の
試
験
生
物
の

み
。
実
験
室
で
得
ら
れ
た
数
種

類
の
試
験
生
物
に
関
す
る
毒
性

デ
ー
タ
を
生
態
系
へ
の
影
響
と

し
て
評
価
す
る
た
め
の
科
学
的

な
手
法
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
林
主
任
研
究
員
ら

は
水
生
生
物
を
対
象
に
、
ま
ず

は
個
体
レ
ベ
ル
の
毒
性
デ
ー
タ

を
個
体
群
の
評
価
に
使
え
る
方

法
が
な
い
か
、
検
討
を
開
始
。

試
験
生
物
の
繁
殖
と
生
存
に
関

す
る
個
別
の
毒
性
デ
ー
タ
を
活

用
し
て
個
体
群
の
存
続
能
力
を

表
す
個
体
群
増
殖
率
を
算
出

し
、
個
体
群
へ
の
影
響
と
し
て

評
価
で
き
る
「
個
体
群
影
響
し

き
い
値
濃
度
」
を
確
立
し
た
。

　
次
の
課
題
は
毒
性
デ
ー
タ
が

決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
と
い

う
点
。
「
現
状
で
全
体
の

％
」

林
主
任
研
究
員

の
物

質
は
生
態
毒
性
デ
ー
タ
が
な

く
、
さ
ら
に
動
物
愛
護
の
観
点

か
ら
今
後
ま
す
ま
す
毒
性
試
験

デ
ー
タ
は
取
り
に
く
い
状
況

だ
。
そ
こ
で
、
対
象
物
質
そ
の

も
の
の
毒
性
デ
ー
タ
が
な
く
て

も
、
化
学
物
質
の
構
造
か
ら
物

質
の
毒
性
を
推
測
し
て
欠
損
デ

ー
タ
を
補
完
す
る
手
法
を
提

案
。
ま
た
、
日
本
に
は
化
学
物

質
の
毒
性
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

Ｄ

Ｂ

が
な
い
た
め
、
国
内
外
の

こ
れ
ま
で
公
表
さ
れ
て
い
た
毒

性
試
験
デ
ー
タ
を
集
め
て
一
つ

の
Ｄ
Ｂ
に
収
録
し
、
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

　
こ
の
ツ
ー
ル
の
最
大
の
メ
リ

ッ
ト
は
、
対
象
と
な
る
化
学
物

質
の
リ
ス
ク
の
有
無
だ
け
で
な

く
、
ど
の
暴
露
濃
度
で
ど
の
程

度
の
影
響
が
あ
る
か
を
連
続
的

に
評
価
で
き
る
点
だ
。
操
作
は

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
画
面
上
で
物
質
、
有
害

性
評
価
や
暴
露
評
価
と
い
っ
た

評
価
項
目
、
推
定
手
法
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
や
条
件
を
選

択
・
入
力
す
る
だ
け
。
有
害
性

評
価
に
つ
い
て
は
約
３
９
０
０

の
物
質
に
関
す
る

万
件
あ
ま

り
の
膨
大
な
毒
性
デ
ー
タ
を
搭

載
。

　
ま
た
、
暴
露
評
価
で
は
化
学

物
質
排
出
移
動
量
届
け
出
制
度

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ

対
象
の
３
７
９

物
質
の
物
性
デ
ー
タ
や
、
全
国

一
級
河
川
３
５
４
地
点
の
流
量

統
計
値
と
い
っ
た
パ
ラ
メ
ー
タ

ー
を
盛
り
込
ん
だ
。
専
門
知
識

に
乏
し
く
て
も
種
の
感
受
性
分

布
や
個
体
群
影
響
し
き
い
値
濃

度
な
ど
に
よ
る
確
率
論
的
な
リ

ス
ク
評
価
を
簡
単
に
行
え
る
。

　
収
録
し
た
毒
性
Ｄ
Ｂ
は
元
の

毒
性
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
が
更
新
さ

れ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

ア
ク
セ
ス
し
て
同
期
で
き
る
仕

様
で
、
常
に
最
新
の
毒
性
デ
ー

タ
を
使
っ
た
評
価
が
で
き
る
。

　
ツ
ー
ル
は
今
夏
を
め
ど
に
、

日
化
協
の
会
員
を
対
象
に
リ
リ

ー
ス
さ
れ
る
予
定
だ
。
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
８
割
以
上

が
「
使
い
た
い
」
と
答
え
る
な

ど
、
ニ
ー
ズ
は
高
い
。
公
共
下

水
道
や
河
川
、
海
域
に
排
出
さ

れ
る
化
学
品
を
取
り
扱
う
企
業

や
、
行
政
担
当
者
な
ど
幅
広
い

ユ
ー
ザ
ー
を
想
定
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
―
Ｍ
ｅ
Ｒ
Ａ
Ｍ
の

開
発
に
至
っ
た
の
は
「
日
本
の

個
体
群
レ
ベ
ル
の
リ
ス
ク
評
価

は
、
海
外
に
後
れ
を
と
っ
て
い

る
」

林
主
任
研
究
員

と
い

う
強
い
危
機
感
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。
日
本
は
個
体
群
レ
ベ
ル
リ

ス
ク
評
価
研
究
の
分
野
で
は
先

頭
を
走
る
が
、
評
価
手
法
は
一

般
的
に
使
わ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
生
態
リ
ス
ク

評
価
や
評
価
手
法
の
普
及
活
動

が
な
く
理
解
が
進
ま
な
い
、
産

学
官
連
携
が
不
足
し
て
い
る
な

ど
複
数
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
が
、
評
価
に
は
専
門
知
識

が
必
要
で
難
し
い
と
い
う
課
題

だ
っ
た
。
誰
で
も
使
え
る
ツ
ー

ル
を
作
っ
て
、
生
態
リ
ス
ク
評

価
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
、
こ

こ
ま
で
の
成
果
を
後
押
し
し

た
。
林
主
任
研
究
員
は
「
こ
の

評
価
ツ
ー
ル
を
使
え
ば
海
外
と

同
じ
ス
テ
ー
ジ
で
議
論
で
き
る

レ
ベ
ル
に
な
る
。
早
く
後
れ
を

取
り
戻
し
た
い
」
と
訴
え
る
。

　
評
価
ツ
ー
ル
開
発
は
ま
だ
終

わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
欠
損

す
る
毒
性
試
験
デ
ー
タ
の
補

完
、
評
価
精
度
の
向
上
、
対
象

生
物
種
の
拡
充
や
多
言
語
化
な

ど
、
さ
ら
な
る
改
善
を
進
め

る
。
最
終
的
に
は
個
体
群
レ
ベ

ル
生
態
リ
ス
ク
評
価
手
法
の
標

準
化
議
論
に
乗
せ
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
る
。
環
境
や
生
態
系

に
影
響
を
与
え
る
化
学
物
質
に

つ
い
て
の
規
制
は
、
今
後
ど
ん

ど
ん
厳
し
く
な
る
だ
ろ
う
。
評

価
ツ
ー
ル
の
開
発
を
機
に
、
よ

り
理
解
を
深
め
て
世
界
の
動
向

を
一
般
に
伝
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
そ
う
だ
。

　
化
学
物
質
は
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
同
時
に
、
人
体
や
環
境
に
影
響
を
及
ぼ

す
危
険
性
も
は
ら
ん
で
い
る
。
化
学
メ
ー
カ
ー
は
化
学
品
管
理
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
化
学
物
質
が
人
の
健
康
や
生
態
系
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
評
価
も
進
め
て

い
る
。
そ
れ
が
、
日
本
化
学
工
業
協
会

日
化
協

の
「
新
Ｌ
Ｒ
Ｉ

長
期
自

主
研
究

」
だ
。
産
官
学
と
連
携
し
、
化
学
物
質
の
安
全
性
評
価
技
術
を
支
援

し
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
規
制
対
応
急
務
業
界
が
求
め
る
課
題
解
決

研究成果を社会に還元新ＬＲＩ 化
学
物
質
の
安
全
性
評
価
技
術
研
究
支
援

　　 ２０１３年 平成２５年 ４月２６日 金曜日 【広告特集】 （ ）

　
日
化
協
は
２
０
０
０
年
に

Ｌ
Ｒ
Ｉ
活
動
を
開
始
し
、
生

態

環
境

毒
性
、
神
経
毒

性
、
発
が
ん
、
免
疫
毒
性
、

リ
ス
ク
評
価
の
精
緻
化
の
５

分
野
の
研
究
を
募
り
、
採
択

さ
れ
た
研
究
に
つ
い
て
支
援

を
行
っ
て
き
た
。

年
が
経

過
し
、
抜
本
的
見
直
し
を
図

り
、
社
会
や
化
学
業
界
が
求

め
る
課
題
解
決
型
「
新
Ｌ
Ｒ

Ｉ
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

　
新
Ｌ
Ｒ
Ｉ
で
は
「
公
募
課

題
」
に
加
え
、
早
急
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
研
究
に
つ
い

て
「
指
定
課
題
」
を
設
け

た
。
化
学
業
界
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
研
究
成
果
を
早
く
社

会
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
だ
。
第
一
期
の
委
託

研
究
に
指
定
課
題
５
件
、
公

募
課
題
９
件
を
採
択
。
年
間

予
算
は
約
１
億
３
０
０
０
万

円
。
今
後
、
１
年
単
位
で
採

択
・
継
続
し
て
い
く
。

　
化
学
メ
ー
カ
ー
が
抱
え
る

喫
緊
の
課
題
に
、
欧
州
連
合

Ｅ
Ｕ

で
の
動
物
実
験
を

用
い
て
開
発
し
た
化
粧
品
の

販
売
禁
止
の
規
制
へ
の
対
応

が
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
で
は
動
物
実

験
反
対
の
声
が
多
く
、
３
月

日
か
ら
完
全
に
禁
止
さ
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
化
粧
品

メ
ー
カ
ー
の
資
生
堂
は
、
自

社
で
安
全
性
保
証
体
系
を
確

立
、
社
会
に
対
し
安
全
性
の

説
明
を
す
る
必
要
が
生
じ
た

場
合
を
除
き
、
４
月
か
ら
開

発
に
着
手
す
る
化
粧
品
・
医

薬
部
外
品
に
対
し
動
物
実
験

を
廃
止
す
る
と
発
表
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
か
ら
は
Ｅ
Ｕ

で
改
正
バ
イ
オ
サ
イ
ド
製
品

規
則
が
施
行
さ
れ
る
。
バ
イ

オ
サ
イ
ド
製
品
と
は
、
殺
虫

剤
・
防
腐
剤
・
防
虫
剤
な
ど

生
物
に
影
響
す
る
殺
生
物
性

製
品
を
指
す
。
こ
れ
ま
で
Ｅ

Ｕ
で
進
め
て
き
た
バ
イ
オ
サ

イ
ド
指
令
の
対
象
と
な
る
活

性
物
質
ま
た
は
活
性
物
質
を

含
有
す
る
調
剤
に
加
え
、
今

後
は
バ
イ
オ
サ
イ
ド
製
品
に

よ
り
処
理
さ
れ
た
成
形
品
も

対
象
と
な
る
。
た
だ
し
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
が
発
表
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
「
バ
イ
オ
サ
イ

ド
製
品
に
よ
る
処
理
」
の
定

義
や
影
響
す
る
範
囲
は
分
か

ら
な
い
部
分
が
多
い
と
い

う
。

　
こ
の
影
響
は
幅
広
い
業
界

に
及
ぶ
。
日
化
協
の
高
水
禎

昭
総
務
部
兼
広
報
部
長
は

「
化
学
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な

く
電
機
業
界
か
ら
も
問
い
合

わ
せ
が
あ
る
。
規
則
に
つ
い

て
の
知
識
を
広
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
も
予
定
し
て
い
る
」
と
、

対
策
を
打
っ
て
い
く
。

　
こ
う
し
た
Ｅ
Ｕ
の
動
き
に

合
わ
せ
て
、
新
Ｌ
Ｒ
Ｉ
の
指

定
課
題
に
は
「
新
規
リ
ス
ク

評
価
手
法
の
開
発
、
評
価
」

が
取
り
組
む
べ
き
研
究
分
野

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
仮
想

実
験
「
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｌ
ｉ
ｃ

ｏ

イ
ン
・
シ
リ
コ

」
な

ど
、
実
験
方
法
の
幅
を
広
げ

る
研
究
を
支
援
す
る
動
き
が

活
発
だ
。

　
化
学
業
界
が
取
り
組
む
べ

き
課
題
に
対
し
、
日
化
協
が

主
体
と
な
り
新
Ｌ
Ｒ
Ｉ
活
動

を
行
っ
て
い
く
。


